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め
し
か
ば
、
総
有
り
て
普
惑
を
い
ふ
も
の
も
た
く
、
士
ロ
徳
卿
逝
去
の

O
小
鳥
屋
町

り
、
箆
賂
十
一
年
九
月
五
十
七
裁
に
て
残
す
。
共
の
子
求
馬
へ
逝
知

之
内
五
百
石
川
胸
は
り
‘
子
孫
連
総
せ
り
。
大
槻
内
磁
允
が
事
を
相
判
録

せ
し
金
披
厳
秘
鍛
と
一
E
ふ
も
の
に
云
ム
。
児
玉
孤
藤
次
は
大
槻
と
同

は
今
度
し
て
材
木
町
へ
鹿
せ
り
。

い
ま
だ
世
子
の
時
居
間
幼
主
托
て
、
大
槻
朝
元
と
共
陀
車中
仕
し
け
る

が
、
朝
元
と
ひ
と
し
く
筒
幸
せ
ら
れ
、
抽唱
A

取
立
に
預
h
y
、
亭
保
十

五
年
新
知
百
三
拾
石
川
聞
は
り
，
新
帯
組
並
と
成
り
、
翌
+
七
年
百
石

加
思
あ
り
て
、
組
外
組
と
成
担
、
同
寸
八
年
百
石
加
思
、
元
文
二
年

賜
は
り
、
跡
式
被
一
-一仰
付
一
子
v
今
専
ら
勤
め
け
り
と
あ
り
。

百
五
扮
石
加
息
、
同
四
年
七
月
百
石
加
恩
.
同
五
年
正
月
百
五
拾
石

掛
作
り
よ
り
材
木
町
へ
の
入
口
友
り
。
此
の
町
名
一
冗
称
丸
年
の
本
町

地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
記
減
せ
ざ
れ
ど
、
改
作
所
新
聞記
に
、
元
秘
十

二
年
十
二
月
茶
勝
山
崩
の
時
、
下
材
木
町
・小
鳥
屋
町
迄
水
押
捺
る

加
思
、
同
年
十
二
月
百
石
加
恩
.
出
品
保
二
年
十
二
月
百
石
加
思
、
同

と
あ
り
。
ま
た
同
三
年
三
月
十
七
日
捌
宗
叔
家
よ
り
川
火
せ
し
時
、

一一一年
十
二
月
百
五
拾
石
加
恩
、
都
合
千
八
+
石
K
取
立
て
ら
れ
、
延

享
二
年
大
小
姓
組
と
成
る
庭
、
同
年
十
一
月
願
に
依
て
馬
廻
組
と
成

尾
張
町
ぬ
屋
町
前
間
十
江
京
等
焼
失
と
あ
る
鳥
屋
町
も
、
小
鳥
屋
町

在
る
を
小
字
を
院
し
た
る
僻
お
の
訣
り
な
る
べ
し
。
小
鳥
屋
町
の
名

O
小
鳥
屋
橋

金
源
橋
梁
記
K
.小
鳥
屋
橋
材
木
町
七
丁
目
。
と
あ
り
。
此
の
栃
は
惣

事
K
幼
主
よ
り
立
身
せ
し
者
た
れ

E
も
、
務
会
向
を
大
誌
に
の
み
勤

緋
抑
制
の
椅
な
り
し
放
に
、
開
国
務
中
は
時
間
帯
人
居
た
り
。
三
州
芯
来
図

概
覧
附
録
K
.
使
長
十
五
年
尾
州
名
競
披
経
営
の
留
守
中
、
外
級
郭

後
大
槻
は
逃
慮
命
ぜ
ら
る
と
い
へ
ど
も
、
鋪
藤
弐
は
障
り
も
左
く
、

馬
廻
組
に
加
へ
ら
れ
‘
存
を
勤
め
て
無
事
に
一
生
を
終
り
け
り
。
誠

一
勝
次
末
期
医
、
拙
者
御
取
立
の
者
た
れ
ば
、
跡
式
願
ム
説
明
伸
り
也
。

上
の
思
召
攻
第
と
て
聞
は
宇
。
社
人
何
れ
も
4

ん
た
る
事
と
評
判
す
。

上
陀
も
紳
妙
と
思
召
し
け
る
に
や
、

長
男
求
馬
へ
遺
知
の
内
五
百
石

の
墜
を
撃
ち
作
ら
し
む
。
本
多
安
房
守
第
下
よ
り
掘
出
し
、
前
間
監

物
第
後
に
て
掘
止
む
。
東
は
石
引
町
端
よ
り
疏
出
し
、
材
木
川
町
家

の
後
陀
抵
り
、
小
ぬ
屋
町
よ
り
波
野
川
へ
建
す
と
あ
り
。
小
島
屋
町

K
架
け
た
る
橋
な
る
を
以
て
小
品
屋
橋
と
い
へ
り
。
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